














































『 トリスタン伴倒 ベルン本 (以下ベルン本と略記)は、翻訳作品とは異なる
記述を伝えていて興味をひく。しかもその内容には、この情景の意味を読み解
くための貴重な手がかりが含まれているように思われてならない。しばらくこ










Bien fu la n6s apare皿
“
.   船の準備もすべてととのう。
Qant de have hmes tom6,    私たちが港を後にして、
Au tiett jor no faini 
“
。   三日目に風が落ちる。
Ъz nos estut nagler as ralns;  私たち全員が櫓を漕がねばなりませんでした
」e mttmes i mis les mains.  私もそれを手伝いました























































































































Quant en haute mer nus mttes, 私たちが大海原に出たときに、
en vus dh五 quai nus tthes。私たちが何をしたか申し上げましょう。
Li jur h beus e fぬ山 chaut,  よく晴れた暑い日でしiL
E nus hmes ben en haut。  私たちは上で気持ちよくすごしておりました
Pur la chalur eustes sel;。1)  暑さのせいであなたは喉がお渇きになられた
128              トリスタンの航海
また、イズーの侍女ブランジャンにはこのようにいう。
Quant Venmes en haute meL    私たちが大海原に出ると、
Li tans se prist a e∝haufer    気温が上がりはじめた
」e avei vestu un b■alt。      私はブリヨー を着ていたが、
¶隧ssu6 h si oi chault,汗をかき、暑くてならなかつた

































































































































記があるのは、Christiane Matthello‐N a,筋壺狙 θιン毎υぁGallimard,Parお,
1995をさ丸
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